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１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
①

②

③

⑤

1

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

２．地域スポーツ活動の推進

①スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種ス
ポーツ行事等への協力等、スポーツの普及を図ります。
②市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を
支援します。
③市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的な
スポーツ情報と機会の提供を進めます。

３．競技力の向上

①学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、
小中学校の一貫した指導を進めます。
②体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法
等について検討を進めます。
③市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トッ
プアスリートの競技を観戦する機会の提供に努めます。
④青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリー
トの育成・支援の方法について検討します。

　　【参考】施策に関連するその他の計画

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学校支援ボランティア等を活用したスポーツ
指導を進めます。

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者ま
で、だれもが豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めま
す。

１．健康な体づくり

①子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うととも
に、その大切さについて家庭への啓発に努めます。
②喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する
指導について、子どもの発達段階に応じた系統的な指導を行います。
③食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を
通して地場産物や郷土食に親しむ学習をするなど、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。
④児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めま
す。
⑤学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放
や学校支援ボランティア等を活用したスポーツ指導を進めます。

４．社会体育施設の整備充実
①社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。
②社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老
朽化した施設については、見直しや代替利用のあり方も含めて検討を進めます。

京丹後市スポーツ推進計
画

年齢や性別、障害等を問わず、広く市民がその適正やライフス
テージにに応じてスポーツに参画できるよう、中長期的な展望に
立った「京丹後市スポーツ推進計画」を策定するもの

平成26年3月
平成26年度～
平成29年度

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力を全ての生徒が確実に身に付
けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中
学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践
するための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

現状維持　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、小中一貫教育の推進に向けた調査研究を行うとと
もに、「小中一貫教育モデルカリキュラム」を作成する。

小中一貫教育推進事業《再掲》 学校教育課

-            

評価を踏まえた今
後の方向性

主な取り組み
H26決算額 H27決算額

子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、その大切さについて家庭への啓発に努
めます。

喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導について、子どもの発達段階に応じた系
統的な指導を行います。

食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通して地場産物や郷土食に親しむ学習をする
など、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。

④児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。

※各事業の評価・課題について
は、別紙決算附属資料参照

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円）

H28予算額

事務の改善

重点目標 7 たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 松本　晃治
社会教育課

-            -            

吉田　茂夫

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 



↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

％

主な目標指標

52,621     

H25 93.6 H27 95％以上 H36

朝食を毎日食べる児童の割合＜小学校＞ ％

97.8
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25 98.2 H27

朝食を毎日食べる生徒の割合＜中学校＞

91.1
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

目標指標

社会教育課

56,360     

9,543       2,120       

体育施設管理運営事業

竹野体育館改修事業【再編交付金活用事業】 社会教育課

- 1,080       

H27決算額

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者まで、だれも
が豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めます。

100 H36

計 96,705     105,080   

H28予算額
評価を踏まえた今

後の方向性

- 13,116     

単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

127,439   

1,769       現状維持　地域住民の身近なスポーツ施設である学校体育施設を開放することにより、地域スポーツの振
興とスポーツ競技団体の競技力の向上を図る。

４．社会体育施設の整備充実 決算額 （単位：千円）

社会体育用学校開放施設管理運営事業 社会教育課

54,754     

- 終了・廃止

① 社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。

社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化した施設については、見直しや代替利用
のあり方も含めて検討を進めます。

　全国高等学校総合体育大会カヌー競技が久美浜湾カヌーレーシング競技場で開催されるた
め、京都府と協力して大会の運営を支援する。

事務の改善

主な取り組み
H26決算額

全国高等学校総合体育大会開催事業 社会教育課

現状維持　市民の身近なスポーツ活動の拠点施設として体育施設を管理運営することにより、地域スポー
ツの振興とスポーツ競技団体の競技力の向上を図る。

拡大　京都府民総合体育大会へ出場する選手の支援を行い、競技力の向上を目指すとともに選手の
費用負担の軽減を図る。

京都府民総合体育大会事業 社会教育課

9,207       

2,900       現状維持　京丹後市体育大会の開催を支援することにより、市民のスポーツ競技力の向上とスポーツ推進
を図り、スポーツを通して市民相互が交流することで本市の活性化を図る。

社会教育課

3,300       

市民体育大会事業

20,517     50,399     拡大　スポーツ団体及び青少年スポーツ教室を支援し、市民へのスポーツの普及と振興を図るととも
に青少年の健全育成と体力の向上を図る。

社会体育団体育成事業 社会教育課

17,088     

1,507       1,533       

市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に
努めます。

④ 青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支援の方法について検討します。

事務の改善

主な取り組み
H26決算額 H27決算額 H28予算額

評価を踏まえた今
後の方向性

現状維持　気軽に親しめるスポーツ大会等を実施するなどスポーツを通した市民交流の機会を提供するこ
とで、全ての市民の健康の増進や活力ある生活の確保を目指す。

社会教育課

5,088       

① 学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中学校の一貫した指導を進めます。

② 体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等について検討を進めます。

地域ｽﾎﾟｰﾂ振興事業

現状維持　市民にスポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ推進委員を委嘱し、本市のスポーツの振
興を図る。

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業 社会教育課

3,585       

234         267         304         現状維持　社会体育に関する事務経費のほか、市民の意見を反映したスポーツの推進を図るため、スポー
ツ基本法に基づいて設置したスポーツ推進審議会の運営経費。

２．地域スポーツ活動の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H26決算額 H27決算額 H28予算額

評価を踏まえた今
後の方向性

スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事等への協力等、スポーツの普及を図
ります。

② 市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援します。

③ 市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。

3,469       4,195       

保健体育総務一般経費 社会教育課

5,324       -

３．競技力の向上 決算額 （単位：千円）

8,944       現状維持社会体育施設として利用している竹野体育館について、老朽化が著しいトイレの改修工事を行
う。
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％
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４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている×

13,000 H36公共スポーツ施設の利用回数 回
11,253
公共施設利用状
況調査結果

H24 13,820 H27

◎

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　　計画作成時よりも、各校や学園での家庭への啓発や児童生徒への指導によって、小中とも目標値に近づきつ
つある。今後も個別に課題のある児童生徒の保護者と連携した取組等によって100%に近い数値を目指していく。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　　小学校においては、約9割の児童が午前7時までに起床しているものの、中学校においては半数にみたない状
況にある。今後も各校、各学園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等で改善を図っていく必要がある。また実
施した時期が高校入試に向け追い込みの時期だったこともあり、調査時期の検討も必要である。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　小学校でも11時まで起きている児童が相当数いる。また中学校においては、調査実施時期が高校入試に向け追
い込みの時期だったこともあり、大変低い数値となった。今後は早起きの取組とリンクさせ、各校、各学園で課題を
共有し、具体的な家庭への啓発等で改善を図っていく必要がある。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校においては、握力と上体そらし・長座体前屈などの柔軟性に対して全国平均を下回っている状況が見られ
る。今後は各校への課題の周知により、体育の時間だけでなく、体力づくりの取組等で意識的に課題のある運動能
力についての克服を図っていく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校においては、持久走、シャトルラン以外の運動能力に課題が見られる結果となった。今後は各校への課題
の周知により、体育の時間だけでなく、部活動等で意識的に課題のある運動能力についての克服を図っていく必
要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　今後行いたいスポーツとして割合の高いウォーキング（ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ）を重点推進種目てして推進した結果、
市全体に浸透しつつある。今後の課題としてウォーキングイベント等の事業連携による周知徹底などスポーツ人口
の更なる増加に努める必要がある。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　各競技共に選手層の拡大を図る努力の結果、入賞競技数も増え、総合成績もH25：8位、H26:6位、H27:5位と
年々上がってきている。課題として選手の高齢化・入賞種目の固定化が進んでおり、更なる選手の発掘・拡大が必
要である。

《公共スポーツ施設の利用回数》
　公共施設（社会体育施設）の利用促進のために、インターネットによる公共施設予約の拡充を図り、利用者の利便
性に努めた。施設の老朽化が進む中で、今後も継続して市民が安全・快適に利用できるための計画的な施設整備
を行う必要がある。

○

▲

主な目標指標

進捗状況区分 評価 ２７年度成果と今後の課題

65.0
(国の目標）

H36

京都府民総合体育大会入賞競技数 競技
6
京都府民総合体
育大会結果

H25 7 H27 10 H36

成人の週１回以上のスポーツ実施率 ％
21.6
市民アンケート調
査結果

H24 30.0 H27

全種目 H36

中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上 種目
８種目中４
種目

H25
8種目中
6種目

H27 全種目 H36

小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上 種目
８種目中７
種目

H25
8種目中
3種目

H27

H36

平日、午後11時より前に寝る生徒の割合＜中学校＞

45.0
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

H25 22.0 H27 50％以上 H36

平日、午後11時より前に寝る児童の割合＜小学校＞

91.6
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25 84.0 H27 100

H36

平日、午前７時より前に起きる生徒の割合＜中学校＞

77.2
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

H25 49.0 H27 85％以上 H36

平日、午前７時より前に起きる児童の割合＜小学校＞

88.4
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25 86.0 H27 100

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 



５．今後の施策展開の考え方（平成28～30年度までの3か年の主な取組）

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　　計画作成時よりも、各校や学園での家庭への啓発や児童生徒への指導によって、小中とも目標値に近づきつ
つある。今後も個別に課題のある児童生徒の保護者と連携した取組等によって100%に近い数値を目指していく。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　　小学校においては、約9割の児童が午前7時までに起床しているものの、中学校においては半数にみたない状
況にある。今後も各校、各学園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等で改善を図っていく必要がある。また実
施した時期が高校入試に向け追い込みの時期だったこともあり、調査時期の検討も必要である。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　小学校でも11時まで起きている児童が相当数いる。また中学校においては、調査実施時期が高校入試に向け追
い込みの時期だったこともあり、大変低い数値となった。今後は早起きの取組とリンクさせ、各校、各学園で課題を
共有し、具体的な家庭への啓発等で改善を図っていく必要がある。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校においては、握力と上体そらし・長座体前屈などの柔軟性に対して全国平均を下回っている状況が見られ
る。今後は各校への課題の周知により、体育の時間だけでなく、体力づくりの取組等で意識的に課題のある運動能
力についての克服を図っていく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校においては、持久走、シャトルラン以外の運動能力に課題が見られる結果となった。今後は各校への課題
の周知により、体育の時間だけでなく、部活動等で意識的に課題のある運動能力についての克服を図っていく必
要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　今後行いたいスポーツとして割合の高いウォーキング（ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ・ｳｫｰｷﾝｸﾞ）を重点推進種目てして推進した結果、
市全体に浸透しつつある。今後の課題としてウォーキングイベント等の事業連携による周知徹底などスポーツ人口
の更なる増加に努める必要がある。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　各競技共に選手層の拡大を図る努力の結果、入賞競技数も増え、総合成績もH25：8位、H26:6位、H27:5位と
年々上がってきている。課題として選手の高齢化・入賞種目の固定化が進んでおり、更なる選手の発掘・拡大が必
要である。

《公共スポーツ施設の利用回数》
　公共施設（社会体育施設）の利用促進のために、インターネットによる公共施設予約の拡充を図り、利用者の利便
性に努めた。施設の老朽化が進む中で、今後も継続して市民が安全・快適に利用できるための計画的な施設整備
を行う必要がある。

子どもたちの基本的な生活習慣を確立させるため、学校園が連携し、発達段階に応じた指導を
継続するとともに、丹後学を通じた学習や、地産地消・給食指導など、家庭、地域と連携した食育
の取組を更に推進する。

2
市民のニーズに合ったスポーツの推進や、各地区の事業やＰＴＡ活動への協力を行うなど、多く
の人がスポーツに親しめる機会を設ける。また、競技性の高いスポーツについては体育協会と連
携し活動する機会を支援する。

3
京丹後市体育協会へ財政支援を行うことにより、各種スポーツ大会の実施や府民総合体育大会
への出場選手の拡大を図り、競技力の向上を目指す。

4
市内には多くの社会体育施設が点在しているが、地域の大切なコミュニティーの場としての役割
も大きいため、計画的な施設の修繕を実施する。

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1
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